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【刑 法】 

 
Ｘは、敵対する暴力団組長Ａが同組員Ｂとともに歩いているのを現認した

ため、Ａを殺害するつもりでＡに向けてピストルを撃った。ところが、弾丸

はＡには当たらず、Ａの２メートル後方を歩いていたＢの腹部を貫通し、さ

らに１５メートル後方にバイクでやってきたＣの胸部に命中した。Ｂは即死

したが、Ｃは全治 2ヵ月を要する重傷を負った。 
Ｘの罪責を検討せよ。 


